
 
別記第２号様式 
 

                   業 務 概 要 調 書 

※番号 
 
   申請者 

(名称)   

  １ 業務概要 
  ①業種区分 

  
  （← 事業者が営業する主たる業務種目について、次の４つの区分から選んでその番号を記載してください。）
    
  １製造･建設業 ・ ２卸売業 ・ ３サービス業その他 ・ ４小売業 

  ②営業年数     創        業    休 業 期 間 等    現組織への変更    営 業 年 数 

     年   月    年   月～  年   月      年   月          年(１年未満切捨て)

  ③従業員数 

               人 

 
  うち障害者雇用人数 

               人 

  

  ④施設概要 
 
        所 有 
         

 借 用 

     本  社 （ 本   店 ） の  社  屋    代 理 人（ 支 店 等 ）の 社 屋

 土 
 
 地 

             ㎡  建 
 
 物 

           ㎡ 土
 
 地

           ㎡  建 
 
 物 

㎡

          ㎡               ㎡         ㎡                      ㎡

  ２ 和歌山県工業技術センター産業用ＣＴスキャナ修繕（Ｘ線管交換及び調整）業務にかかる競争入札の参加を希望
する本社、支店、事業所等 

      * 「債権債務者登録番号」欄については、未登録の場合は記入不要です。 

 区  分 名  称  債権債務者登録番号  所    在    地  電話番号  FAX番号 
  主たる事務所   

  代理人の支店等   
 

 
  

  その他の 
  県内(近隣 
  府県内)の 
  事業所、 
  営業所等 

  1  
  

 

  2   

  3   

  4   

  5   

 
（注）※印の欄には、記入しないこと。 



 
 
別記第３号様式 
 

業 務 実 績 調 書 

※番号  申請者 
(名称)   

１ 決算関係 

①直近の決算年度(年)の期間 平成       年        月  ～  平成       年        月 

②直近の決算 
年度(年)の 
決算内容 

法   人   事   業   者 個   人   事   業   者 

資 本 金 千円
所 得 金 額 

(所得税青色申告決算書に基づく 
｢青色特別控除前の所得金額」 
又はそれに相当する所得金額） 

千円準 備 金 、 積 立 金 等  千円

繰越利益剰余金  千円

 うち当期純利益  千円

③直近の決算年度(年)の売上高  千円  

 
（注）１ 「１ 決算関係」の「②直近の決算年度（年）の決算内容」については、法人事業者は決算報告に係る

貸借対照表の「純資産の部」の数値に基づき記入すること。また、個人事業者は、所得税青色申告決算書
に基づく「青色申告特別控除前の所得金額」又はそれに相当する所得金額を記入すること。  

      ２ 「１ 決算関係」の「③直近の決算年度（年）内の売上高」は、事業者が営むすべての業務に係る売上
       高を記入し、「２ 業務種目別契約実績関係」の「直近の決算年度（年）内の売上高」は、当該業務種目
   （小分類）に係る売上高を記入すること。 
      ３ ※印の欄には、記入しないこと。 
 



 
別記第４号様式 
 

 ※番号    役員等に関する調書  

 
   申請者 

   名称(個人事業者は、商号、屋号等)   主 た る 事 務 所 の 所 在 地 
 

役  職  名 
氏名(フリガナ)      生年月日 性  別  

姓 名 元号 年 月 日 男：Ｍ 女：Ｆ 

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

  (     )  (     )      

 
（注）１ 法人事業者の場合は、その法人の登記事項証明書に登載されている役員全員について記入すること。 
      ２ 個人事業者の場合は、当該個人のみを記入すること。また、役職名には「代表者」と記入すること。 
      ３ 「元号」は、次のように記載すること。 
           明治:Ｍ  大正:Ｔ  昭和:Ｓ  平成:Ｈ 
      ４ 記載しきれない場合は、複数枚作成すること。 
   ５ ※印の欄には記入しないこと。 
 



 
      
      
別記第５号様式 
 

 ※番号      使 用 印 鑑 届  

 
                                          平成  年  月  日 
  和 歌 山 県 知 事   様 

 
 
 
 
 
 
  申請者 

  主たる事務所の 
  所 在 地 

  〒    － 

     （ふりがな） 
  名          称 
  (個人事業者は、商号、 

屋号等を記入) 

 
 
 
                                                        社印 

           （ふりがな) 
  代表者の職氏名 
  (個人事業者は、その者 

の氏名） 

 
                                                         実印 

 
    下記の印鑑を和歌山県工業技術センター産業用ＣＴスキャナ修繕（Ｘ線管交換及び 

調整）業務にかかる競争入札の参加並びに契約の締結、代金の請求及び代金の受領の 
ために使用しますのでお届けします。 

法 人 事 業 者 の 使 用 印 個人事業者の使用印 

 
 申 
 
 
 請 
 
 
 者 

 社 印 （ 角 印 ）  代表取締役等が営業に使用する印 社 印 等 （ 角 印 ） 

   

 
 
 申 
 
 請 
 
 者 
 
 の 
 
 代 
 
 理 
 
 人 

 支 店 等 の 印 （ 角 印 ）  代理人である支店長等が営業に使用する印 営業に使用する印（丸印） 

   

   支 店 等 の 
   所   在   地 

  

     （ふりがな） 
   支店等の名称 

 

            (ふりがな) 
  代理人の職氏名 

 

 
（注）１ 法人事業者が代理人を選任する場合には、当該代理人が営業用として使用する印鑑を「申請者の代理人」の欄

に押印すること。 
      ２ 押印しない押印欄は、斜線で抹消すること。 
      ３ ※印の欄には、記入しないこと。 
                


